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マ ンガに見 るジェンダー表現の機能

因　京子

九州大学留学生センター

0.は じめに

日本語におけるにジェンダー表現の位置づけ

日本語の会話 、特にくだけた会話の文末においては、レベル(丁 寧体/普 通体)と

同様に、ジェンダーの表示について何 らかの選択をせ ざるを得ない。 自分の性にふさ

わ しい範囲の表現の中か らどれかを選んで用いるか、表示自体を回避するか、ことさ

ら意識 して選択 したわけではな くても、選択の結果 と他の可能な選択肢との対照によ

って、相対的に、話 し手の人格の特徴や態度が表されることになる。

ある人が常に同 じような種類や量のジェンダー表現を用いるわけではない。相手や

場面に よって様々な変異があり、時には、その人の性別や人格には似合わない表現を

使 うこともある。ジェンダー表現は発話の認知的意味そのものには影響を与えないが、

ジェンダー表現の変異によって発話の解釈はかなり違った ものになり得る。例えば、

「早 くしろよ」 という表現は男性的であるが、女性が使 うこともないわけではない。

ある場面で女性の話し手が、 「早 くして よ」でも 「早 くしなさいよ」でもなく 「早く

しろよ」 と言った としたら、 「乱暴な言葉によって相手を威圧 している」とか、 「冗

談めかして緊張を緩めようとしている」など、何 らかの話 し手の意図が感 じられる。

有標のジェンダー表現の使用によって、同じ内容で同 じ 「要求」とい う言語行動であ

って も、その談話における発話の意味は普通の表現を用いた場合 とはずいぶん違 うも

のになるであろ う。文体的意味が発話の解釈に重大な影響 を与えることは改めて指摘

す るまで もないが、ジェンダー表現は日本語において文体的特徴を生み出す重要な要

素の一つであ り、場面の中で話者のさまざまな意図を示す手段 として機能し得る。

従 って、ジェンダー表現の記述は、単にどのような表現が男性的か女性的かを分類

す るだけでなく、会話の中での使われ方とその効果、及びその効果が生み出される過

程 を明 らかにする必要がある。文体的意味が産出されるメカニズムを具体的な例に基

づいて記述することは、現代 日本語の記述の一部 として重要であるだけでなく、筆者
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の携 わる日本語教育の方法開発を行な う上で非常に大きな意義を持つ。 日本語特有の

特徴 によって生み出される文体的意味は直戴な翻訳や説明が難 しく、その理解はかな

りの 運用力を持つ上級学習者に とっても大きな課題 となってお り、効果的な教材及び

教育 方法の開発が待たれているからである。

本 稿の目的は、ジェンダー表現の使用、特に女性によるそれが、話 し手の人格や態

度 の表現や談話における表現意図の表示にどのように関わ るかを観察することにある。

ジェ ンダー表現の機能について網羅的な観察を行なお うとするものではないが、 日本

語の コミュニケーションにおいてジェンダー表現が果 たす機能の一端 を具体的に示 し

たい。対象 とした例は、マンガ作品からとった。マンガは話 し言葉の例を豊富に含ん

でお り、発話の背景 となる人間関係や事情などが観察しやす く、言葉を場面の中で観

察す るのに好都合だからである。マンガ作品の中の会話は典型的な特徴 が強調 されが

ちで 実際の会話 とは異なるかも しれないが、それだけに典型や基本的メカニズムを観

察す るには好都合 であ り、 日本語教育教材 として利用す るためにも利点が大きい。

1節 ではジェンダー表現について概観 し本稿で用いる分類の枠組みを提示する。2

節で は少女マンガの本格的な作品が発表され始めた60年 代 と現代の作品の中か らい

くつか を取 り上げ、ジェンダー表現の用い方を観察す る.3節 では女性が男性語 を用

い るなどの異性語 の使用が談話の中で果たす機能を観察す る。

1.ジ ェンダー表現とは?

ジェンダー表現の分類は二分法でなく段階的に

日本語 のジェンダー表現は、大まかには 「発 し手の性別 を示唆す る発話の特徴」 と

定義す ることができるが、一定の範囲が確定 されているわけではない。最近の傾 向で

は、伝統的に 「男ことば ・女ことば」と認識 されてきた、終助詞(「 ～わ」 「～ぜ」

など〉、美化語(「 お～」な ど)、 崩れの形式(「 すごい⇒すげえ」な ど)な どの言

語形式だけでなく、断定を避ける、強調が多い等の言語表現の特徴や、話題提供を積

極的 に行な う、沈黙修復 を頻繁に行なう等の発話行動の傾向など、言語行動に関わる

全て の要素が分祈の対象となってきている(内 田1997な ど)。

また、 「男 ことば」 と 「女 ことば」は明快には分けられない。中島(1997)は、疑問

表現 を 「女性的」 「中立的」 「男性的」の3種 に分類 している。高崎(1996)は 、 「女
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性専用」 「女性 が多用」 「性に無関係」 「女性が普通あま り使わない」 「女性が殆ど

使わない」と5段 階の分類を行なっている。ある要素が男性的か女性的かは流動的な

面があ り、すっき り整理するのは難 しい。時の経過 に伴 う変化、世代や個人による感

じ方の違いとい う要因に加えて、特に日本語教育の観点か ら見て整理が難 しいのは、

同じ形式であっても文型や使用文脈によって性 を示唆する程度が違 うことあるという

点で ある。例 えば 「行 くの?」 という疑問文 と 「行 くの↓」という平叙文では、前者は

特 に女性的 とは思われないが、後者はかなり女性的である。 「さ」な どは、使用文脈

によってずいぶん感 じが違 う。 「田中くんってさ、 よくわからない」のように挿入さ

れ る 「さ」は女性が使っても違和感が薄いが、 「何でもいいさ」のように述語の後に

付 けるのは男性的な感 じである。 「あなたも大変だなあ」と対話の中で相手に直接言

うのは男性的だが、 「あの人も大変だなあ」 と詠嘆す るのは女性でも違和感がない。

このように、ジェンダー表現の範囲や種類を決めるには複雑な問題がある。本稿で

は、使用にも解釈にも個人的なゆれが大きい発話行動の特徴などは観察の対象 とせず、

文末 な ど選択が必須で ある場所での言語表現を中心にその他のジェンダーを示唆する

言語表現を下のよ うに分類 して考察を行なう。F・Mを 「性別語」、FN・N・MN

を 「中性語」 と総称 し、女性のM使 用 と男性のF使 用 を 「異性語使用」 と呼ぶ ことに

す る。

分類:

種類 対象 例

F;女 性 語 男性が用いると強い違和感がある 「行 くわ」 「な さる?」

FN:女 性的 中立語 女性的だが男性 も使う 「ど うしたの?」

N:中 立 語 性別的でないもの、回避的表現 「も う遅 いか ら。」

MN:男 性的中立語 男性的だが女性 も使 う 「そ うだ ね 。 」

M:男 性 語 女性が使 うと強い違和感がある 「い くぜ」 「ね えよ」
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2.人 物像とジェンダー表現

2-1　 少女マンガ初期の作品に見るジェンダー表現

ヒロインの造形

こ こでは、少女マンガ初期 の名作 『白い トロイカ』(1965、以下 『トロイカ』)と 『レ

モン とサクランボ』(1966、 以下 『レモン』)に よって、人物造形にジェンダー表現が

どの ように関わってい るかを観察す る。 『トロイカ』は、19世 紀農奴解放前のロシア

を舞 台に政敵の手を逃れて農夫の娘 として育てられた貴族の娘ロザ リンダが声楽の才

能 を開花させ愛する人 と結ばれ るまでの波瀾万丈の物語であり、 『レモン』は現代的

な高校生加茂礼子とその友人で令嬢タイプの浅野さくらの二人を中心に、周 りの友人

たちや家族の織 り成す青春物語である。はじめに、 『トロイカ』から、(1)若 い女性

同士の会話(2)男 性が相手の会話(3)相 手なしの独話の三つ を観察する。引用中の

人名 は頭文宇のみ とし、出現 したジェンダー表現については直後にその種類を示 した。

(1)『 トロイ カ』女 性-女 性

a　 N,Rの こ ともっ と教えて 。(N)あ の子 、本 当 に貴族 な の?(FN)

b　 前 に酒 場 で歌 って るのを 見たわ(F)。 下 町の酒場 よ(F)。Lに 聞い た ら田舎

か ら一 人 で出 て きた娘 だ と言 ったわ(F)。

a　 百 姓 なの?(FN)

b　 か も しれ ない わ。(F)

a　 N,N,な ぜ黙 って いる の よ。(F)

b　 私 に何 が で きて?(F)

a　 い い わ。(F)。 私 が邪魔 してや る!(MN)

(2)『 トロイ カ』 女性-男 性

a　 待 ってた の よ。(F)。 待 って たの よ!(F)

あ　 悪 か っ た。(MN)許 してお くれ(M)

a　 N様 は大 丈 夫だ っ た?(N)

あ　 ぴ ん ぴ ん してた よ。(MN)学 校 は どうだね?(M)

a　 先 生 に ほめ られ た の よ。(F)本 当よ。(F)

あ　 よ し。(M)今 夜 は寝ず に話 を聞 こ う。(M)
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(3)『 トロイ カ』 女性 独 白

a　 ど うしよ う。(MN)ピ ア ノは弾 いたこ とがない んだ もの 。(F)

『トロイカ』で は、異性語及び異性語起源の中立語の使用が非常に少なく、高い頻度

で女性は女性語、男性は男性語を用いている。個人差は見 られず、若い女性ならいか

にも若い女性ら しい類型的な言葉使いをしてお り、相手の性別や独白であることによ

る変化は見 られ ない。次に、 『レモン』から(1-3)に パラレルな会話例(4-6)を

示す。

(4)『 レモ ン』女 性-女 性

礼子　 どう したの?(FN)元 気が ないわね(F)。

さ く ら　 いや あ ね、ふ ふふ 。(F)

礼 子　 二人 と も変 ね、 ふふ ふ。(F)

さ く ら　 兄が ね 、け さ少 しぐあいが悪か ったの(F)。 大 した こ とはないんだ け ど(N)。

礼 子　 ま あ(F)

さ く ら　 勉強 しす ぎな のよ。(F)も ともとあま り丈 夫 じゃ ないんだ け ど(N)・ ・

なに しろT大 め ざ して るで しょ(F)・ ・あ なたの とこも、 お姉様 、大 変で

し ょ う(F)

礼 子　 さあ 、うちの姉 さん は少 しか わって るか ら(N)・ ・勉 強 して るの か し ら(F)

さく ら　特 別頭 が いい のね。(F)あ なた、 どう して元 気が ないの。(FN)

礼 子　 自己嫌 悪 。(N)

さ く ら　ふ ふ ふ 、へ んなひ と、ふふ 。(F)(pp.79-80)

さ く ら ね ・ ・まだ怒 っ て らっ しゃ る(F)?

礼 子 う うん 、べ つ に(N)

さ く ら よか った わ。(F)毎 日難 しい顔 してい らっ しゃ るんです もの。(F)テ ス

トで 気 が紛 れな か った らもっ と早 く降参 して たわ。(F)

礼 子 あ ら、 や だ(F)、 それ は私 の方 よ(F)。 あなた った ら、て んで感 じてな
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か っ たみ たい 。(N)

さく ら　 ひ どい わ 、ひ どい わ。(F)

礼 子　 とにか くも う懲 り懲 りよ。(F)　 (pp.146・7)

(5)『 レモ ン』 女 性-男 性

峰　 ど う した の(FN)、 き み一 人で(M)・ ・み ん なは(N)?… な 、

な ん だ(M)、 き ょ とん として(N)。

礼 子　 峰 さん?(F)

峰　 あ あ 、そ うか(N)。 学生 服 で来た か らわ か らな か った んだ ね(M)。 そ ん な

に 変 わった か い?(M)

礼 子　 変 わ ったわ(F)、 ぜ ーん ぜ ん。

峰　 嫌 だ なあ(MN)。 あん ま り じろ じろ見 られ る と変 な気 分だ。(M)(pp・)

(6)『 レモ ン』 レモ ンの 独話

礼 子　 しま ったな あ(MN)。 テ ス トの ことなん て、これ っぽ ち も考 えて なか った(M

N)

礼 子　 馬 鹿 に して るわ(F)。 まる で圭 一 さんに会 うた めだ けにSの うち に行 って る

み た いな言 い方 して(N)・ ・あ、会 いたい っ て気 もな い ことはない け ど さ(M

N)

(4)は 、先の(1)と 同 じく、親 しい若い女性同士の会話である。(1)で は二人 の

言葉使いは殆 ど同 じで あったが、 『レモン』においては年齢や立場が同じでも、 「レ

モ ン」に喩 えられ る現代的で庶民的な娘である礼子 と 「サ クランボ」に喩えられ るお

嬢様の さくらでは、女性語 と中性語の比率が大 きく異 なっている。 しかし、(6)に 見

られ るよ うに、対人的考慮の必要のない礼子の発話においても女性語が出現 してお り、

女性語使用が 「外面を飾る猫かぶ り」なのではな く、女性の普通の言葉使いの一部で

あ ることが窺える。また、さくらの言葉使いには、女性語の出現が多いだけでな く、

同等の友人 に対 しても尊敬語が出現するな ど、典型的な上流階級的特徴が見 られる。

異性語の使用は、 「アイツ」などの語彙が散発的に使 われることはあるが文末の表現

としては見 られない。性別語 と中性語使用の割合は、男性では圧倒的に性別語優位だ
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が、礼子に代表され る普通の女性ではほぼ半々でとなってい る。

人物を描 くジェンダー表現

以上、二つの作品の例の観察から、作品のねらい とそれに伴 う人物造形にジェンダ

ー表現が大きく与っていることがわかる。 『白い トロイカ』は、初期のス トーリーマ

ンガの名作中の名作 と言われ る作品で、芸術 ・愛 ・社会正義な どの大きな主題を扱っ

ている。舞台を異時代の異国にす ることで物語世界 としてのリアリテ ィを獲得 してい

るのだが、個々の人物の内面 よりも波欄万丈の物語展開を描 くことに主眼があるため、

人物描写は必然的に類型的なものとならざるを得ない。まさしく、描かれた風貌は年

齢や階級が同じであれば殆 ど同様で、それに呼応するようにことばも性別 ・年齢 ・立

場に典型的なものが一貫して使われている。

これに対 して 『レモンとサクランボ』は、読者と身近な 日本の学園生活を舞台にし

てお り、出来事や人物の造形 がよ り現実的なものである必要があった。従って、同年

代の女性でも、現代的な娘、令嬢、気丈な秀才など、性格 の違いが絵 としても描き分

け られ、それに呼応 して言葉使いも異なっている。普通の庶民的女性にとって最も素

顔に近い発話では中立語と女性語が相半ばしてお り、令嬢的な娘では女性語使用の割

合が高 くなり、同等の親 しい友人に対 しても尊敬語や謙譲語が出現する。女性語や敬

語が、相手に対する劣性の表示などではなく、実際には上流階級の表示 として機能す

ることが明瞭に示されている。 二つの作品において、登場人物たちはその人物の生

い立ち ・立場 ・背景などから想像される人格にいかにも相応 しい風貌を与えられてい

るだけでなく、ジェンダー表現の使用の特徴 も人格に呼応 した ものとなってお り、人

物像の造形に寄与 している。

2-2　 現 代の少 女 ・女性 マ ンガの 作品におけるジ ェ ンダー 表 現

普 通の 現 代女性 た ちの言 葉

次 に、近年 の 作品の 中での ジェンダー表現の使用 状況 を 『日曜 日は一 緒に』(1987、

以 下 『日曜 日』)、 『お たん こナ ース』(1995、 以 下 『ナ ー ス』)、 『火 消 し屋小 町』

(1998-、 以下 『火消 し』)に よって見てみ よ う。 『日曜 日』 は人 の女子 高校生 を中
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心 に した青春物語で恋愛や家族 ・友人などとの関係が主題である。 『ナース』は、主

人公 の新米ナース似鳥ゆきえが同僚や先輩のナースや医師、患者たちの中で職業人と

して成長 していく物語である。 『火消 し』は消防学校の21歳 の訓練生南夏子を主人公

に、年齢や経歴は様々だが訓練生 とい う同 じ立揚にあるルームメイ ト名を中心 に、訓

練の 日常の中で起こる様々な出来事が描かれ る。 『日曜 日』が伝統的な少女マ ンガ的

主題 を扱 っているのに対 し、 『ナース』 『火消 し』は、愛や恋 もあるものの、基本的

には職業人 としての成長を描 く物語で、 しか も、 「貴族」や 「天才」や 「美人」でな

くて も就き得る一般的な職業である点が特徴的である。

(7)『 日曜 日』女性-女 性-女 性

a　 え らい わ 、K!(F)そ の くらい言 うべ き よ。(F)最 低 な男 じゃない。(N)

b　 よ く言 っ たわね え。(F)

c　 だ って悔 しくて。(FN)あ んな冷 た い男 のた め に一月 も青春 の無駄 遣 い したか

と思 うと。(N)

a　 わか るわ よ、K!(F)あ た しだ って同 じ気 持 ち よお。(F)

c　 え っ?(N)

a　 永 福 の奴(M)、 他 に も女 が いたの よ。(F)

c　 えー っ!ほ ん とな の?(FN)

a　 さっ きぶ んな ぐっ てや った わ よ。(F)あ た しみ たい に可愛 い子 とつき あ ってた

くせ に 、何 が不 満な の よ。(F)

c　 そ うよ。 そ うよ。(F)あ んな男 にRは 絶 対 もっ たい ないわ よ(F)

b　 ほ らあ、J、 とけ ちや うよ。(MN)せ っか くお ごって あ げたのに さ。(MN)

a　 元気 だ しな よ(MN)。 男 なんて捨 て る ほ どい るん だか ら、す ぐに いい のが見 つ

かる わ よ。(F)

c　 な んでそ ん なに明 るい の よ。(F)わ た し一 人が 馬鹿 み たい じゃない。(N)

(8)『 ナ ース 』 女性-女 性 －男性

ナ ー ス1　 も う、 ミワちゃ ん には、 まい るね。(MN)

ナ ー ス2　 この間 は氷枕 の氷 を食 べて た よ。(MN)
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医師　 ミワち ゃん って呼び方 、抵 抗 あるな。(MN)だ って大 人の患者 さんだ ぞ。

(M)

ナ ー ス1　 私 も(F)最 初 そ う思 った。(MN)

ナ ー ス2　 で も、心は 完 全 に子供 だ よ。(MN)

医 師　 俺 は(M)嫌 だな。(MN)俺 は(M)大 谷 さん って呼 ぼ う。(MN)

ナ ー ス1　 ウン、久米 先 生 はそ う呼べ ば?(N)私 も(F)最 初 はそ う思 ったんだ け

ど さ、お母 さん とか言 われ ちゃ うとさー。(MN)

ナ ー ス2　 そ の時 によ ってふ られ る役 が違 うんだ よね 、(MN)

ナ ー ス1　 隣 のお姉 さんだ った こともある し ・・(N)

医師　 俺(M)に は役つ いた ことないそ。(M)

ナ ー ス1　 じゃあ、 そ の時眼 中にな かったん だわ。(F)

医師　 眼 中に ない?(N)

ナー ス1　 が っか りしない で。(FN)そ の うち役 がつ くか もよ。(F)

医師　 が っか りな どしてない!(MN)

(9)『 火 消 し』女 性4名

南　 一体 、予 算が い く ら出たのか知 りたい もんよね(F)。

岡　 ま しな方 よ。(FN)大 学の寮 なんか もっ とひ どかった しね(N)。

山　 ごめ ん、誰か 、テ レカ貸 して。(FN)

南　 あー 、電話?(N)だ ったらこれ(=携 帯電話)使 っ て(FN)

相　 こー ゆー もの は持 込 み禁止 のハズ よね。(F)教 官室 に届 け させ て頂 くわ。(F)

南　 宗 教 上の理 由で。(N)

相　 ケー タイ の何 が宗教 上な のよ!(F)

南　 携 帯型 イ コン なの。(F)見 た 目はケータイ そっ くりなん だけ どね 。(N)

岡　 あは は、宗 教 かあ 、(MN)そ りゃ しょ うが ない わね ー。(F)

働 く女性の言葉は中性的

(7)は 、 『レモン』 と同様女子高生同士の話であるが、ずいぶん内容が露骨になっ

ていて、一見、一昔前の女性 とは全く違 うとい う感 じを受ける。しか し、 「可憐に淑
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やか にあれ」 とい う旧時代の理想像の呪縛からは解放 されているよ うであるが、恋愛

が最大の関心事であり容姿の可愛 さに拘る とい う点では、根底の部分はあまり変わっ

てい ないか もしれ ない。言葉使いを見ると、 「～の奴」 とい う、男性語の散発的使用

が見 られるが、文末の表現では女性語がかなり高い頻度で使用 されている。但 し、同

等の相手にも謙譲語や尊敬語を用いる、 『レモン』の さくらの ような 「お嬢様語」は

見 られない。

(8)は 、新人ナース2人 と新人医師 の会話である。女性ナースが男性医師に対 して

尊敬 語や丁寧語 を使っていない ことは、一昔前の 「病院 もの」の ドラマなどとは大き

く違 う特徴である。女性による女性語の使用は少なく、中性語、特 に男性語的中性語

の使 用の割合が多い。 しかし、異性語の使用は見られない。女性 の言葉が中性的にな

っている一方、男性には男性語使用が多い。

(9)は 消防訓練生4名 の会話である。女 らしくない性格 として描かれている主人公

の南 夏子も他の女性たちも、女性語 と中性語の混合を使用 してお り、男性語の使用は

見 られない。 この中に、 「届けさせて頂 くわ」(相)と 同等の相手に対 して謙譲語を

使 う 「お嬢様言葉」が、規則違反を糾弾 し先生に届けると脅迫す る発話の中に出現す

るのは興味深い。 『レモン』のさくらとは違い、この話 し手に とってこのような話し

方 は通常の話 し方ではない。この例は、次節で論じる 「他人格 モー ド」による発話緩

和 のス トラテジーの例であると言 える。

80年 代後半以降に発表された 『日曜 日』 『ナース』 『火消 し』に登場す る女性たち

は、読者 とほぼ等身大の若い女性で、特別な美貌や才能に恵まれているわけではなく、

読者 も経験するような普通の 日常を過 ごしている。後者の二つは、主人公が普通の女

性 であり且つ普通の職業についている点が大きな特徴 である。以前は、主人公が普通

の女性であれば恋愛や家族関係などが主題 となり、職業が主題になるなら、デザイナ

ー ・女優 ・バ レリーナ といった特殊な道で、恋 もしなが ら卓越 したプロになっていく、

といった物語であることが殆どであって、平凡な職業についている平凡な女性 の物語

は少 なかった。

これ らの作品のなかで、女性たちが親 しい友人同士など最 も素顔に近い言葉 で話し

ていると思われ る状況で使っているのは、 「女性語＋中性語」の組合せである。 しか

し、その割合 は 『日曜 日』 と 『ナース』 『火消し』ではかなり違 ってお り、 『日曜 日』
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では女性語使用の割合 が高 く他の二つは中性語使用の割合が高い。中性語使用の高さ

は、 『ナース』 と 『火消 し』の登場人物たちの、性別に関係な く仕事をする一人の人

間 として生きていこうとす る姿を描きだすことに大きく貢献 している。 しか し、伝統

的女性意識か ら解放 されるほど男性語に近くなるというわけではないことに も注意す

る必要 がある。 『火消 し』の夏子のように、伝統的な女 らしさの意識か ら最も縁遠い

性格に描かれてい る話 し手でも、ごく自然に所々で女性語を用いている。女性の話 し

手に とって女性語は、 「無理 して着ている矯正下着」のような、できれば脱ぎ捨てた

い束縛 であるわけではない。

3.異 性語使用の機能

女性が使う男言葉:他 人格モー ドの創出

『火消 し』 『ナース』のような、80年 代以降に多 く発表されるようになった 「職業

モデルマンガ」の中に、女性が男性語を用いる場面が出現することがあるが、そのよ

うな場面のほとん どは、何 らかの意味で緊張が高まることが予測 され るものである。

本節 では、談話の中で女性 による男性語使用が果たす機能を観察する。

(10)は、消防訓練生仲間の山田が南夏子に、自分がなぜ消防士になったかを告 白する

場面である。彼女は、消防士だった夫のケガをきっかけに、夫の安否を心配す るあま

り極度に不安定な精神状態に陥って しまい、結婚生活 を続 けられず離婚 して しまった

のだった。

(10)『 火消 し』 より

南　 ノイローゼやね、早い話。で、離婚 ・・と。でも、なんでわざわざ自分も

にっくき消防に?

山　別れてか らも、サイ レンの音が耳か ら離れなかったからよ。この恐怖をなくす

ためには、逃げてちゃダメだ、正面から戦わなきゃって。

南　 それでイキナ リ消防士かい。やるな、あんたも。

(サイ レンの音が遠 くで聞こえる)

南　 火事?元 ダンの地区?

山　 ううん、違 う。でも、やっぱり現場に出てる消防士たちはいて、やっぱり眠れな
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い夜 を過 ご してい る人 たちがい るの よね。 どの 消防 士の周 りに も。

南　 あー あ。 あた しは 消防士 にな って よかったー!そ ー ゆーの で ウ ダ ウダ気 ィ もむ 側

な んか 、 向い てね ーっつ うの。 なー んに も考 えず 、 ガー ッと火 の中飛 び込 む側 の

が性 に合 って るわ 、 あた しには。

山　 うん、 そ うね。 私 もだ わ。

南　 さー、 窓 しめ て寝 よーぜ ー。 あた しらの 消す火 は、 まだ まだ 先 にあん だか ら さ。

前節の(9)に 見るように、ルームメイ ト同士で 日常的 な話 をしている場面では、南

夏子 は他の人物 と同じように中性語 と女性語の混合を使用 していて、彼女の性別 と世

代か ら期待 される通常の範囲を外れていない。 しか し、ルームメイ トか ら過去の辛い

体験 を打ち明けられた(10)では、男性語、しかも、かな り行儀の悪い俗っぽい男性語を

用い ている。(10)で山田は自己の内奥をさらけだ してお り、このような話にふ ざけた対

応 をす ることは許 されないことであるが、一方、それに対応するのに、真面 目な内容

を普 通の言い方によって表現すると、俗に言 う 「煮詰まる」、即ち、余裕が失われて

深刻 にな りす ぎる恐れがある。或いは、あま りにも決ま り切った感 じになって却 って

真摯 な気持ちが表れないかもしれない。そこで、一時的に素の自己か らかけ離れた不

良少 年のような 「他人格」 を演じることによって距離 を取 り、誠意 を示 しつつ も緊張

を緩 めるとい う微 妙な表現を行なっているのである。注 目すべきは、発言の内容 自体

は全 く本気の真面 目な ものであ り、遊びの要素はあ くまでも表現 レベルであることで

ある。通常期待 される範囲から逸脱 したジェンダー表現 を使用す ることで実現 され る

「他人格モー ド」が、相手に対する配慮を示すための会話ス トラテジー として機能し

てい る。

照れ隠 しの 「異人格モー ド」

次 に 『研修 医なな子』の例を見よう。この作品 は、医師国家試験に合格 して研修医

と なった主人公なな子が、友人の研修医たちと失敗を繰 り返 しなが ら医師 として成長

していく物語である。(11)は、辺鄙な町にある関連病院に配属 され落胆 しているなな子

に、大学入学時か らの友人である荒巻が代わってや ると申し出る場面である。(12)は、

なな子が仮眠を取ろうとしてソファを占領していた先客の毛布 を引きはがすと、同期
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生の荒巻が下着姿で寝てお り、どぎまぎしている場面である。

(11)

荒　 巻　 なな子、 俺 、や っぱ りいい よ、 Ｋ中央病院 、代 わ ってや るよ。

な な こ　 へ?そ ん な ・・な んで?い い よ、そんな無 理 しな くて。

荒　 巻　 いや 、 ホ ン ト、俺別 に場所 はどこで もい いんだ 。 どっ ちでもい いん だ

な な こ　 荒巻!サ ンキ ュー!荒 巻 って 、ホンっ とにいい やつ 一。 じゃ この際、そ うさ

せ て も ら うかなー 。そーゆ ーこ とな ら荒 巻 の気が 変わ らない うちに医局長に。

荒　巻　 え、お いお い。

な な こ　 あ、荒巻 、 町長の姪 とか と結婚す るな よ。

荒　 巻　 あ?す るか っ、 アホ。

(12)

な な こ　 げっ、荒 巻 っ っ … せ んせい。 ち ょっ とそ こ どいてー なっ。今 度は ワシ

が寝 るき にっ。 ホ レ ッ起 きんかっ、 この 先生 め っ。

なな子は、家族 との会話 などでは女性語と中性語の混合す る、現代女性としてはご

く普通の言葉使いで、下線を施 したような男性語を日常的に用いているわけではない。

なな子と荒巻は密かに好意を持ち合っているのだが、長い間の付き合いで裏も表 も知

り抜いて、あたか も同性の友人のようになって しまっている。それで、好意を告 白し

よ うとした り、下着姿を見 てしまったり、異性 としての意識が前面に出てくると照れ

て しま うのである。ここでも異性語使用によって 「おっさん」のような 「他人格モー

ド」を実現 し、それが気まず さを避ける会話上のス トラテジーとして機能してい る。

『怪傑 トド課長』にも同様の例が観察できる。 これは、容貌魁偉だが人情味があり

筋 を通す異色の課長の隠れた活躍を描く物語である。部下のますみは、初めは型破り

な課長に好意 を持てなかったが、彼の人柄を知るにつれ尊敬の気持ちが強くなってき

た。(13)は 課長 とますみの普通の会話である。(14)は 、退社後同僚 といっ しょに

行 った店 でますみが課長を待っている場面である。その日、課長が入をかばって上司

に楯 を突いたので彼が免職 されるのではないかとますみは気をもんでいる。
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(13)

ます み:吉 川 さん に とって は 、あま り居心 地が いい職 場 じゃ なか ったみ た いで す ね。

課　 長:う ん。

ま す み:で も、 何 だか 、働 き過 ぎて過 労死 した 人に は思 えませ んで した け ど …

課　 長:う ん、 そ う思 うよねえ。

ま す み:え え。 … こ こは?

課　長:吉 川 さん が担 当 して いた店 だ よ。　 (第2話)

(14)

課　 長:あ れ 、 ます み ク ンだけ?他 の人 た ちは?

ま す み:も うとっ くに次 の店 にい っち ゃい ま した ッ。 おい っ 、 トド課 長!心 配 して

待 って たん だぞ ォー。

課　 長:え?

ます み:外 食 四課 の八 田 さんの こ とで滝 沢 常務 にク ビに され ちゃ うん じゃな い か っ

て ・ ・

課　 長:あ ・ ・なん だ知 っ てたの か。　 (第4話)

(13)で は上司の課長 は男性語の少 し混 じる普通体、部下のますみは丁寧体を用いて

いて、こうした関係か ら期待 される典型的な言葉使いである。 ところが(14)で は、

初 めは普段通 り話 しているが、 「心配 して待っていた」と好意を吐露するところで、

ます みの通常の人格には似合わない男性語を用いている。(11)同 様、これも照れを

隠す ための 「他人格モー ド」であると考 えられ るが、 このように異性語使用 とい うス

トラテ ジーにより自己防衛 をしていることで彼女の真摯な気持ちが一層強 く感 じられ

るのである。

本音 トーク誘発の異人格モー ド

次 に見るのは、会社の上司と部下という関係の中で、異なった意見をぶつけ合 う場

面に現われた異性語使用の例である。(15)は 、女性雑誌の編集主任である30歳 の

桜子 を主人公に、社内の人間模様を描いた 『4階の ミズ桜子』の中で、主任の桜子が

30



女性 の部下の六本木 に不満を持っているのを察 した男性部下の麻布が、桜子を外に誘

い出す場面である。

(15)

麻 布:桜 子 さん 、あの う・・ ・ち ょっ と相 談 したい ことが ・・お茶 で もいか がですか?

桜 子:個 人的 な話 は仕 事が 終わって から よ、麻布 くん!

麻 布:仕 事の ことです よー ん。

麻 布:六 本木 さん は あれで もちゃん と働 いてい るんです よ。 あの調 子で世 間話 に見せ

か けて結構 仕事 取 りつ けて くるんです よ。 何て い うか ・ ・人 徳 かな。

桜 子:麻 布。 人徳 とい う言葉 、ちゃん と知って るのか い?

麻布:や あだ あ、 桜子 さん た ら、イ ライ ラ して。 生理 なの?

桜 子:そ うい うの はセ クハ ラだ よ、麻布!マ ス コ ミに いるん な らそ うい うこ とに敏 感

でな きゃ。 しか も うちは女性誌 よ。

麻 布:あ らあ、マ ス コ ミな んて大げ さね。 「リズ 」な んて、 フ ァッシ ョン と食 べ物 と

恋愛 、それ だ けの雑 誌 じゃ ないの。それ をいか に意味 あ りげに見せ るか …

そ うで し ょ う?う ちが何かキ ャンペー ンはって も世の 中変わ るわ け じゃない。

桜 子:文 句 あ るな ら会 社や めれば。

麻 布:い や あ。

会社 では、桜子は麻布 に対 し女性語の混 じる普通体、麻布は桜子に対し丁寧体 という

社会 的に最 も一般 的な話 し方で、両者 とも決 して奇矯な人格ではな く世間的な基準を

わきまえた人物 として描かれている。 ところが喫茶店では、始めの うちは世間並みの

言葉 で話 してい るが、麻布が打明話めいたことを言い始めた とたんに桜子は通常の彼

女の人格には不似合いな男性語を使い始め、それに呼応 して麻布も女性語で非常に露

骨 な発言をし、それ以降一気に真向か ら意見を戦わせる展開となっていく。桜子は、

誘 い出され た時点で会社で しにくい話をしたいとい う相手の真意を承知 している筈で、

彼女 の男性語使用 は、会話の主導権を持つ目上の者として、本音を吐露してもよいと

い う合図なのである。麻布の方は目上からの合図を鋭 く受け取って、直ぐにそれに応

じている。 「他人格モー ド」は、一見 「マジじゃない」ポーズを取って修復不能な正
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面衝 突を回避するため装置 として機能 し、本音 の吐きやすい状況を作 り出 している。

但 し、この例のように会話上の動機 が明確に感 じられる場面において も、女性による

異性 語使用に比べて男性による異性語使用は違和感が強 く、 「麻布 くん」とい う人物

像 にはやは り少々非現実的な感 じが漂 う。

感情 爆発 を可能にする自己韜晦

最 後に、異性語使用 がネガティブな気持ちを爆発 させるための装置 として働いてい

る例 をあげる。 「うるわしのお局」 は、プロ意識の強い調査会社の中堅OL大 原 レイ

子 が主人公である。 レイコは、部下か ら煙たが られているため、新 しい部署に赴任す

るの をきっか けに、や さしい上司になろ うと決心したのだが、部下のミスの数々にス

トレスがたまる。最後 はある事件をきっかけに、煙たが られても部下に仕事 を覚えさ

せ るために厳 しく接す る以前の自分に戻る。下の三つの例では、 レイ コは怒 りの感情

を現 している。

(16)美 容院 で雑 誌 の読者 投稿 ペ ー ジを読 みな が ら。 内心の 独 白。

雑 誌:(「 うちのお局 様 は うるさい人 で 、 コピー に ゴ ミの影 が写 って い るだ け

で文 句言 うし」)

レ イ コ:い うわ よ、そ りゃ。

雑 誌:(「 電 話 の受 け 方 もこ まごま くど くど」)

レイ コ:教 えて あ げて ん じゃな いの。

雑 誌:(「 同 じミスを する とも う青 筋立 てて コ ワイ顔 で」)

レイ コ:あ ー った りま えで しょ。 バ イ トじゃ な いの よ!プ ロ な らちゃん と頭 使 って覚

えて よね。 脳 み そ ツル ツル になっ てん じゃ ない の!!

(17)部 下に責任転嫁す る利己的な同僚に対 して。皆の前で。

レイ コ:お だま り!「 触るな、僕の原稿だ」?で 、ミスす りゃ 「お前 の責任 だ」?ま

ーまー ご都合 い一 じゃないのォ。 成功す りゃおのれの手柄 で失敗す りゃ部下

のせい ってわ け。 これまでさんざ責任者ぶって部下を道具扱い してきたんで
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しょ。だったら最後まで責任取 りなさい よ。ただの道具に罪はないわ。確認

怠ったあんたのミスよ。

丸 ノ内:道 具 とはイヤ ミな言い方ですね。僕はただ効率よくいい仕事をしたいだけで

す。

レイ コ:え え、そ うね。合理的で仕事熱心、一匹狼のコンサル タン トだと思 うわよ。

で も覚 えておいて。この先二度とあなたに私の部下は貸さなくてよ。

(18)部 下 の ミス に文 句 を言わな いでい るス トレスを トイ レで発散 してい る。独 りで。

レイ コ:王 様 の 耳 は ロバ の耳ー っ!た わけ、ボン クラ、給料 ドロボー!こ こは会 社 だ、

学校 じゃ ねーぞ 、バ カ教 える ヒマ はね ーん だ よ!や る気な いな ら家 でね てろ

ー
、 じゃまだー!

(16)は、雑誌 を読みなが ら心の中で怒っている内心の独 白で、彼女の素に近い言葉使

い と考 えられるが、女性語が多く出現 している。即ち、レイコにとっては女性らしい

言葉 を使 うのが最 も普通のことなのである。(17)は 他者に対 して怒っているのであ

るが、内心の発話と同様、女性語使用が多い。 ところが、(18)の 、新 しい部下たち

の ミスへの怒 りを隠すのが苦しくなって トイレに駆け込んで感情を大爆発 させる発話

では、独 白にも他者 との会話にも現われなかった男性語が出現 しているのである。こ

の発話はやや 特殊で、ス トレスの治療 として半ば意識的に感情を爆発させ ようとした

ものである。通常の自己を保っていたのでは達成できない大きな発散を行な うための

装置 として他人格モー ドを使用 していると考えられる。この男性語使用は、 レイコが

感情 の大爆発のためにある種の仕掛けを必要 とすることを示唆 してお り、女性らしさ

の枠 に囚われない解放 された闊達な女性像 というより、感情の大爆発がなかなかでき

ない伝統的な女性像を逆に強く感 じさせる。女性語の多用は確かに女性 としての自己

表現をしようとする話し手の指向を示すのであるが、 「女性語使用＝抑圧、男性語使

用＝解放」 とい う単純な結びつけ方ができないことを示唆する点で興味深い。

以上見てきたように、異性語の使用は、 「他人格モー ド」を実現する手段として有

効 に機能 し、 「深刻さの緩和」 「心情告 白の照れ隠し」 「挑戦や反論への道づ くり」

「肯定 しに くい感情の吐露」など、素の自己のままでは行いにくい表現をすることを
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容易 にしている。

最 後に、 「他人格モー ド」 と 「冗談」の関係について述べてお く。両者 とも、話 し

手の完全なコミットメン トを留保 して逃げ道を残 し和 らげるとい う点では同じ機能を

有 し、通常期待 される内容や文体からの逸脱から意味が産出される機序 も共通 してい

る。 しか し、 「冗談」は素の話 し方 を保ったままで も出現 し、内容が突拍子 もなく額

面通 りには受け取 り難いものであるのに対 し、 「他人格モー ド」は、話 し手が普通の

真面 目な発話において用 いる と期待 される基本的な文体か らはっき り逸脱 した特徴を

持つ が、内容は本音そのものである。広い意味では両者 とも冗談の一部であると考え

られ るが、内容による冗談は翻訳が比較的容易で外国人にも比較的理解 しやすいのに

対 し、文体による冗談、筆者の言 う 「他人格モー ド」 は、外国人にとっては大変理解

が難 しい。逸脱の効果の解釈 が難解であるだけでな く、逸脱を認識することそのもの

が困難なのである。 「他人格モー ド」は、ジェンダー表現だけでな く、 レジスターの

移行 や方言の使用な どによっても実現され る。

4.ま とめ

ジェンダー表現は 日本語の会話の中で、話者の人柄や態度を表出 した り、 「他人格

モー ド」を実現することによって緊張を和 らげるな ど、多彩な働 きを している。女性

の話 し手による女性語の使用は、女性としての自分を示すことは確かであるが、現代

的な捉われない性格 として描 かれている女性たちに とっても女性語使用が普通の言葉

使い の一部 となっていることか ら見ても、女性語使用が必ず しも伝統的価値観への帰

属を意味するわけでもない と考えられる。時代や女性の生 き方の変化に伴って、現代

女性 の言葉使 いには中性的表現が多 くなってきているが、男性語使用が普通の言葉遣

いの一部 となってはいるわけではない。

女性の男性語使用が緊張が高まる場面で しば しば見 られる。会話の中での配慮や戦

略や装置 としての 「他人格 モー ド」を実現す るために使われているのである。その中

にはむ しろ抑圧の強さを感 じさせ る例もあり、 「男性語使用」を 「乱暴な態度」 とか

「解放された意識」な どと単純に結びつけるのは実情 に合 わない場合がある。

ジ ェンダー表現の使用が民主的な ことであるかどうかは別 として、敬語や丁寧語 と
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同様に発話者 の人柄や微妙 な感情 を示すために多彩な働きをしていることは確かであ

る。ジェンダー表現が実際 にどのように使われ どのような効果をあげているか、その

メカニズムを示す例を採集 することは、日本語教育への活用という実用的な観点から

見て非常 に重要なことであ り、この目的にためにマンガや小説が貢献できる余地は非

常に大きい と考えられる。
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